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ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、「
自
分

た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
精
神
に
基
づ
き
、
元
気
な
時
か
ら

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
支
え
あ
う
会

員
制
の
団
体
で
す
。

　

1
9
8
1
年
に
在
宅
医
療
の
第
一

人
者
で
あ
る
佐
藤
智
医
師
が
当
時
の
患

者
と
そ
の
家
族
と
と
も
に
設
立
し
ま
し

た
。

　

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤
医
師
が
東
京
を
離
れ
て
い
る
時
、

高
齢
の
患
者
が
夜
中
に
具
合
が
悪
く
な

り
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
患
者

は
回
復
し
ま
し
た
が
、「
先
生
に
相
談

で
き
な
く
て
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
」

と
訴
え
た
の
で
す
。

　
「
24
時
間
・
3
6
5
日
、
医
師
に
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
」。
佐
藤
医
師
は
そ
う
考
え
て
、
ラ

イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
発
足
し
た
の
で

す
。2
0
0
3
年
に
法
人
格
を
取
得
し
、

在
宅
医
療
の
先
駆
的
な
組
織
と
し
て
活

動
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
医
療
制
度
が
改
正
さ
れ
、

介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て
、
公
的
保
険

を
利
用
し
て
、
在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
健
康
保
険
と
介
護
保
険

だ
け
で
は
、
個
人
が
望
む
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　

ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
会
員
に
な

る
と
、「
家
庭
医
」
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。そ
の
人
の
人
生
観
や
価
値
観
、

仕
事
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
踏
ま
え
、

全
人
的
に
診
る
の
が
家
庭
医
で
す
。

　
「
病
院
を
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
」

「
ど
の
科
を
受
診
す
る
べ
き
か
」
等
の

相
談
に
応
え
、
適
切
な
病
院
や
専
門
医

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス

の
大
き
な
柱
は
、
医
師
に
よ
る
24
時
間

の
電
話
相
談
で
す
。
会
員
は
、
夜
間
・

休
日
を
含
め
、
体
調
に
変
化
が
生
じ
た

時
、
医
師
に
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
緊
急
時
に
は
、
医
師
が
電

話
で
救
急
隊
員
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

病
院
の
選
択
と
搬
送
先
の
病
院
で
の
処

置
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
と
二
人
暮
ら
し
の
世

帯
が
増
え
て
い
る
現
代
、「
持
病
を
抱

え
て
の
ひ
と
り
暮
ら
し
が
不
安
」「
夫

婦
と
も
に
高
齢
に
な
っ
て
、
老
老
介
護

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
等
、
個
別
の
悩

み
や
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、
家
庭

医
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

が
連
携
し
て
、
在
宅
で
の
療
養
生
活
を

支
援
す
る
ほ
か
、
会
員
が
病
院
に
入
院

し
て
も
、
施
設
に
入
所
し
て
も
、
訪
問

し
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

希
望
に
沿
っ
た
医
療
と
ケ
ア
を
選
択

し
て
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
会
員
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る

「
家
庭
医
」
を

持
つ
こ
と
の
安
心
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自分らしい人生を
最期まで送っていただくために
健康と医療を
総合的にサポートします

ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

会
員
制
の
団
体
で
す

「
家
庭
医
」
が
ひ
と
り
ひ
と
り
を

全
人
的
に
診
ま
す

希
望
に
沿
っ
た
医
療
や
ケ
ア
を

選
択
し
て
、自
分
ら
し
い
生
活
を



ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
活
動

　

会
員
専
用
の
電
話
番
号
が
あ
り
、
医

師
へ
の
相
談
、
緊
急
連
絡
に
お
使
い
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
と
医
療
に

つ
い
て
総
合
的
な
相
談
が
可
能
で
す
。

　

平
日
の
日
中
の
場
合
は
、
電
話
が
事

務
局
に
つ
な
が
り
、
医
師
に
直
接
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
日
の
夜
間

や
休
日
に
体
調
の
異
変
が
生
じ
た
場
合

は
、
留
守
番
電
話
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
相
談
内
容
を
録
音
し
て
い
た
だ
く

と
、
そ
の
後
間
も
な
く
医
師
か
ら
連
絡

が
入
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

早
め
に
症
状
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
服
用

薬
な
ど
の
対
応
を
迅
速
に
図
り
ま
す
。

緊
急
時
に
は
電
話
で
救
急
隊
員
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
病
院
の
選
択
と
搬
送
先

で
の
処
置
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

医
師
、
看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
会
員
の

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
総
合
的
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。
連
携
協
力
医
療
機
関
で

あ
る
水
道
橋
東
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て

い
た
だ
い
て
行
う
相
談
の
ほ
か
、電
話
、

メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
、
自
宅
や
入
院
先

の
病
院
、
入
所
中
の
施
設
を
訪
問
し
て

行
う
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
と
、
医

師
、
看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
専
門
職
チ
ー
ム
は
す
み
や
か
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
問
題
の
解
決

策
を
見
つ
け
ま
す
。
医
療
、
介
護
、
住

宅
、
家
族
等
の
複
数
の
問
題
を
同
時
に

抱
え
る
高
齢
者
に
は
、
医
療
、
看
護
、

福
祉
の
専
門
職
チ
ー
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
と
り
わ
け
有
効
で
す
。
療
養
中
の
心

理
的
、
社
会
的
な
問
題
の
解
決
、
調
整
、

退
院
、
社
会
復
帰
、
医
療
機
関
受
診
等

へ
の
援
助
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
、

解
決
策
を
実
行
し
ま
す
。

　

毎
年
、
健
康
診
断
券
を
配
布
し
て
、

健
康
診
断
を
勧
め
、
家
庭
医
が
面
談
し

て
、
お
一
人
お
一
人
に
必
要
な
健
診
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。
水
道
橋
東
口
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
ビ
ル
内
の
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー
（
結
核
予
防
会
第
一
健
康
相

談
所
）
で
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
含
む
各
種

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
検
査
の
結
果
を
受
け
て
、
家
庭

医
が
面
談
し
、
健
康
と
医
療
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

ご
本
人
の
意
思
・
意
向
を
生
か
す
た

め
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
望
ま

な
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

毎
年
1
回
、
医
療
や
ケ
ア
に
関
連
す

る
有
識
者
を
招
き
、公
開
講
座
を
開
催
。

会
員
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
月
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
し
、
医

療
・
健
康
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
開
か
れ

る
最
寄
り
会
の
ほ
か
、
水
道
橋
東
口
ク

リ
ニ
ッ
ク
内
で
は
カ
フ
ェ
が
開
か
れ
、

い
ず
れ
も
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
が
歓
談
を

通
し
て
学
び
を
深
め
、
絆
を
深
め
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
と
死
別
さ
れ
た
会
員
の
方
に
、

悲
し
み
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
、
グ
リ
ー

フ
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
お
送
り
す
る
の
も

毎
年
の
恒
例
で
す
。

　

会
員
が
作
る
手
工
芸
品
を
頒
布
す
る

バ
ザ
ー
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
手
作

り
の
品
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
が
心
と

心
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。

W O R K S  O F  L I F E  C A R E  S Y S T E M

医
師
に
よ
る
24
時
間
対
応

電
話
相
談（
緊
急
時
相
談
）

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
の
保
管

医
師
・
看
護
師
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
総
合
相
談
と

療
養
生
活
支
援

（ 

電
話
・
メ
ー
ル
・
来
所
・
訪
問 

）

手
工
芸
品
バ
ザ
ー

会
員
健
診

会
員
交
流
会

グ
リ
ー
フ
カ
ー
ド
・

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

健
康
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

講
演
会

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

会
員
交
流

ライフケアシステムの
スタッフ

看護師と医療ソーシャルワーカーが
電話での相談に対応

医師が会員さんのご家庭を訪問して診察
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医
療
法
人
社
団
互
酬
会
水
道
橋
東
口
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
「
家

庭
医
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
、
ま
た
「
ラ
イ

フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
連
携
協
力
医
療
機

関
」
と
し
て
、
外
来
診
療
（
内
科
・
老
年

内
科
）
及
び
ご
自
宅
や
入
居
施
設
へ
の
訪

問
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
緊
急
時
対
応
と

専
門
的
対
応
を
強
化
し
た
「
機
能
強
化
型

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」
と
し
て
24
時
間

対
応
の
在
宅
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
相
談
、
病
気
の
治
療
か
ら
ご
自

宅
や
入
居
施
設
に
お
け
る
看
取
り
に
至
る

ま
で
、
看
護
師
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
加
え
た
チ
ー
ム
が
、
医
療
を
受
け

る
立
場
に
立
っ
て
、
親
切
な
対
応
と
丁
寧

な
説
明
を
心
が
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
認
知
症
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も

積
極
的
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
内
30
以
上
の
医
療
機
関
と
連

携
し
、
専
門
医
療
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
は
連
携
病
院
の
信
頼
で
き
る
専
門
医
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
東
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
臨
床
研
究
協
力
医

療
機
関
と
し
て
研
修
医
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ベ
テ
ラ
ン
専
門
医
を

非
常
勤
医
師
と
し
て
お
招
き
し
て
い
ま
す
。　

夜間、
具合が悪くなった時、
電話相談で安堵

治療や服薬等、健康に

関して何でも相談に
のってもらえるのが

心強い

会員からの  

A C C E S S

E・Kさん　75歳

K・Oさん　81歳

T・Hさん　69歳

軽
い脳梗塞で入院。ひとり暮らし

のため、退院後の生活が心配で

したが、家庭医の先生や看護師、ソーシャ

ルワーカーの方が自宅を訪問して、療養

をサポートしてくれました。幸い後遺症

も残らず、今では元気に過ごしています。

突
然、胸の痛みに見舞われたのは日曜の夜。朝になっ

たら病院へ行こうと我慢していましたが、緊急電話

で先生に相談したところ、すぐに救急車を呼ぶよう指示を

受けました。先生が救急隊員と直接話をしてくれたおかげ

で搬送もスムーズに進み、病院では急性心筋梗塞と診断

されました。あのまま我慢していたらと思うとぞっとします。

夜
間、体調が急に悪くなり、発熱。

24時間対応の緊急電話にかけた

ら、先生からすぐに連絡がありました。こ

ちらの症状を聞き、風邪と診断。先生の

指示で常備薬を服用し、水分を多めにと

り、温かくして休むことで、回復しました。

気
管支喘息、高血圧、糖尿病、変

形性関節症、白内障と複数の病

気でいろいろな科に通院しています。ど

のように治療を受け、服薬をすればよい

のか、トータルに診て、相談にのってく

れるので、心強いです。　　　　　　   

健
康診断で思いもよらずがんが見

つかり、不安でいっぱいでした。

どうしたらよいかわからず途方に暮れて

いましたが、そんなときにライフケアシス

テムの先生、看護師さん、ソーシャルワー

カーさんが親身になって相談にのってく

れたので、一緒に考えてくれる強い味方

ができたと感じ、希望が湧いてきました。

在
宅
療
養
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
っ
た

医
療
機
関
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
納
得
の
い
く

治
療
が
受
け
ら
れ
た

電
話
で
救
急
車
を

呼
ぶ
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

命
拾
い

家
庭
医
の
い
る
診
療
所

JR 総武線  

水道橋駅東口改札より  

神保町方向に徒歩 3 分

都営地下鉄  三田線  

水道橋駅 A 1 出口より  

神保町方向に徒歩 5 分

都営地下鉄  三田線・新宿線
東京メトロ  半蔵門線  

神保町駅 A 5 出口より  

水道橋方向に徒歩 10 分

声V O I C E S  F R O M  M E M B E R SA・Tさん　57歳

Y・Mさん　62歳


